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木々や花が芽吹き始める春の訪れを感じる季節となりました。今年度はコロナ禍の中、いつもとは雰囲気の違う

１年となりました。こんな時だからこそ、好きなことに黙々と取り組んでいる人もいるかもしれませんね。今回は「自

分の好きなことを極める」ことをテーマにした本を紹介します。本質を見ずに他で色々言う人が居ても、最後まで

やり抜くということは素晴らしいことです。みなさんも頑張ってくださいね。 

  

  

 

 

  

       

川 村 中 高 図 書 館  

ついに咲きました 

 

先月こちらでお知らせしたカランコエの

「つぼみ」がついに花開きました。黄色

い小さな花がかわいらしいですよ。  

是非見に来てくださいね。 

皆さんの来館をお待ちしております。 

さかなクンの一魚一会  

~まいにち夢中な人生!~ 

さかなクン 講談社 

心から楽しんで好きなことに全力で情熱を注い

でいる姿を見たら、周りのみんなが心打たれない

はずがありません。さかなクンは好きなことを存分

に極めて、東京海洋大学の客員准教授にまで

なりました。時間を忘れるほどに打ち込める何か

を見つけることができたら、人生もっと楽しく豊か

になるかもしれませんね。 

水を縫う 

寺地 はるな 集英社 

「男なのに」刺繍が好きな弟の清澄。「女なのに」

かわいいものが苦手な姉の水青。「完璧な親」に

なれなかった母さつ子と父全。そしてその友人・

黒田。「いいお嫁さん」になるよう育てられた祖

母・文枝。清澄が水青のウエディングドレスの刺

繍を仕上げる姿に感動します。個性や家族につ

いて、優しく穏やかな気持ちで考えるきっかけにな

りますよ。 

 

こちらもおすすめ 
二番目の悪者  

林 木林 小さい書房 

 

 

 

 

優しいライオンが、根も葉もない噂から悪者にされてしまいます。悪

意のない噂がやがて自分の手の届かないところまで広まって・・・。自

分の目で確かめ、物事の本質を見抜くことの大切さを考えさせられま

す。こちらは絵本ですが中高生の今だからこそ読んでもらいたい 1 冊

です。考えない、行動しない、って恐ろしいこと、ですよ。 

https://www.irasutoya.com/2016/05/blog-post_462.html

